
　江戸時代から昭和時代へと続く農業の変革－市内に残る民具－

全国の田植え全国の田植え(左)と稲刈りと稲刈り(右)の時期の時期          「農林水産省統計部資料」より

　全国で田植えの最盛期が最も早いのは沖縄県で3月5日頃、最も遅いのは佐賀県の6月20日頃です。全国
的にみると、北が早く南が遅くなっています。これは稲の品種による違い(寒地には早生種が多く、暖地
に晩生種が多い)や、南では麦の刈取り後に田植えを行う二毛作が多いことなどの理由によります。

　乾燥の終わった稲穂を一定量束ね、千歯扱きを
通しながら籾(もみ)を落とすものです。

　田の中で回転させながら
植える位置を決めるもの
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　稲作より

　旧石器・縄文時代から生活の痕跡を残した蓮田の地形は、
洪積台地と沖積低地により成っています。生活を営むために
は住み易く、農業が盛んになった時代には米作に適した沖積
低地を有し、流通も元荒川や綾瀬川、見沼代用水の舟運、そ
して鉄道による運搬へと時代が変化しても、先人たちの功績
により常に安定した経済規範が形成されていたようです。
　このような時代の移り変わりの中でも、人々は米作りと季
節に即した農間余業や祭り行事を集落(村)単位や家単位で行
いながら1年の生活を送っていたことでしょう。。人々の生活単
位としては新年に始まりますが、実際には米作りが生活の始
まりであり、その収穫と共に主な行事は終了し、農間余業や
祭り行事もこの合間に行われていたことでしょう。
　春は現在では入学式のシーズンですが、昔の暦でいえば農
作業の中でも最も重要な稲作を始めるための準備をする頃と
いえるでしょう。『榛名講(はるなこう:群馬県榛名神社)』は
雹(ひょう)・嵐(あらし)除け、虫除け、『雷電講(らいでんこ
う:同県板倉雷電神社)』は雷(かみなり)除けだけでなく、雹
嵐除けや豊作祈願、厄除け、『秋葉講(あきばこう:大宮秋葉
神社)』は火防(ひぶせ)の神、『大山講(おおやまこう:神奈川
県大山阿夫利神社)』は五穀豊穣、雨乞いの神、『大杉講(お
おすぎこう:茨城県大杉神社)』は五穀豊穣と健康(疱瘡など疫
病から村人を守る神)の神として信仰を集め、講中で「くじ引
き」で選ばれた代表2～3名がお札を貰いに行くもの(代参:だ
いさん)です。市内のほとんどの地区で行われていた行事です
が、現在では少なくなっています。代参は作業が忙しくなる
以前のこの時期に行われていました。この他にも民俗行事と
して閏戸や南新宿より北部で行われている『お獅子様(おしし
さま)』や伊豆島で行われている市指定文化財『伊豆島の大蛇
(いずしまのだいじゃ)』でも疫病を防ぐと共に豊作が祈願さ
れているようです。
　稲作は、①『種もみの準備』から始まります。種もみを塩
水に浸けることにより、中身のしっかりと詰まった良い種も
みが沈み、選ぶことができます。選んだ種もみは病気にかか
らないように消毒し、芽がでやすいように水に浸します。種
もみを25日くらい冷水に浸けた後、苗代に蒔く1日前に30℃の
お風呂に一晩浸けて芽だしをします。種もみに白い芽が0.5㎜
くらい出た後、予(あらかじ)め作っておいた苗床に蒔いて、
約1ヶ月後の田植えまで、毎日の世話が続きます。
　田んぼ作りの始まりは『田起こし』です。田の土を砕いて
緑肥などを鋤き込みます。②『代掻き(しろかき)』は、田植
えの前に水田に水を入れて土塊(つちのかたまり)を砕く作業
です。水田の漏水を防止し、田植えを容易にすると共に、肥
料と土をよく混合し、田面を平らにし雑草、害虫等の除去を
助けるように整えます。③『田植え』は、田植え綱や田植え

定規を使いながら一定間隔に苗を数本（3～5本）ずつ植える作
業です。現在でも機械で植えられなかった所は人の手で植えま
す。また、田植えの後の天気が良いと苗の根付きも早くなりま
す。
　5・6月の主な仕事は、④『草取り・草刈り』です。稲が良く
育つように様々な道具で稲と稲の間をころがしながら田んぼの
雑草をとりましたが、現在では除草剤という薬剤を使うので、
人の手で草取りをすることも少なくなりました。また、畦(あ
ぜ)の草は害虫のすみかになるので、こまめに草を刈って害虫
の発生を予防します。
　夏以降には稲も安定してきますが、草刈りなどの他にも、稲
も病気にかかるため、⑤『防除』作業があります。最も恐ろし
いのは｢いもち病｣という病気です。また、ウンカやカメムシな
どの害虫も稲をねらっています。これらの病気にかからないよ
うに注意を払う必要があります。現在は薬剤を散布してこれら
を防除します。⑥『中干し』とは、茎の増える時期が終わると
田んぼの水をぬいて土をかわかすことです。中干しは、空気中
の酸素を土の中に取り入れ、根をしっかり張らせるために行い
ます。これにより稲穂が実る時期の台風による倒伏(とうふく)
を防ぐ効果もあります。また、稲の
生育を調整したり、田んぼの土をか
たくして秋の稲刈り作業をしやすく
する効果もあります。茎の中から穂
が出る｢出穂(しゅっすい)｣の時期に
は、この前後の気象条件の良否が収
穫量に大きく影響します。⑦『稲刈
り・脱穀』いよいよ稲刈りです。最
近はコンバインを使い、同時に脱穀
までしてくれます。このため作業はずいぶん楽になりました。
昔は、稲架(いなかけ)(馳(はぜ))を使用したハセ掛け、棒杭を
使用したホニオ掛けなどにより、稲刈り後に稲を天日干しにし
乾燥させていました。⑧『乾燥・もみすり』は、稲刈りの後も
みを乾燥させ、もみがらをとり玄米にします。最近は、カント
リーエレベーターという施設に乾燥から出荷までをまかせる農
家も増えています。
　蓮田では、稲の栽培には水田や畑が利用され、それぞれの環
境や需要にあった稲品種が用いられます。水田では水稲(すい
とう)、畑地では陸稲(りくとう、おかぼ)と呼ばれる稲が使用
されますが、生物学的な区別は特にありません。
　また、この他にも畑では様々な季節の野菜も作られ、江戸時
代から戦後すぐの時期までは、ほぼ自給自足経済が営まれてい
たのでしょう。現在では少なくなっているようですが、裏作と
して麦が作られていました。一時期は、甘藷と共に出荷される
ほどの生産高をほこっていました。

【　循環型先進都市江戸と蓮田の関係循環型先進都市江戸と蓮田の関係　】
　

　江戸時代の稲作技術発達で忘れてはならないのが、肥
料としての人の糞尿の利用があります。下肥(しもごえ：
つまり人間の排泄物)を肥料にして田畑に返す、という循
環システムが既に定着していました。有機肥料であり、
藁などと混ぜて発酵させて土造りをすることで、長年使
いつづけても土壌への悪影響が無かったようです。
　下肥は慢性的に不足がちで、しばしば大根などと現物
交換して集められるほどに貴重な商品でした。蓮田に
とって利便性が高かった点としては、江戸に様々な食料
を運んだ帰りに下肥を積んで帰ることで無駄を省いたこ
とでしょう。
　ちなみに当時、江戸と並ぶ大都市であったパリやロン
ドンでは排泄物の処理が大変な問題で、川などに直接流
すという方法もとられていたようであり、江戸は循環型
農業を実現していた先進都市だったといえます。
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分
を

中
日

と
し

て
前

後
各

3
日

を
合

わ
せ

た
7
日

間
行

わ
れ

、
暦

の
上

で
は

最
初

の
日

を
「

彼
岸

の
入

り
」

、
最

後
の

日
を

「
彼

岸
明

け
」

と
い

い
ま

す
。

俗
に

、
中

日
に

先
祖

に
感

謝
し

、
残

る
6
日

は
悟

り
の

境
地

に
達

す
る

の
に

必
要

な
6
つ

の
徳

目
、

六
波

羅
蜜

を
1
日

に
1
つ

ず
つ

修
め

る
た

め
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

伊
豆
島
の
大
蛇
(い

ず
し
ま
の
だ
い
じ
ゃ
)

　
　
　
　
　
　
市
指
定
文
化
財

　
秋

に
は

「
十

五
夜

」
が

各
家

で
行

わ
れ

、
旧

暦
の

8
月

1
5
日

（
新

暦
1
0
月

初
旬

）
と

9
月

1
3
日

（
新

暦
1
0

月
末

）
に

月
を

鑑
賞

す
る

こ
と

で
、

前
者

の
夜

を
「

十
五

夜
(じ

ゅ
う

ご
や

)」
、

後
者

の
夜

を
「

十
三

夜
(

じ
ゅ

う
さ

ん
や

)」
と

呼
び

ま
す

。
十

五
夜

の
月

は
、

サ
ト

イ
モ

な
ど

を
供

え
る

こ
と

が
多

い
た

め
「

芋
名

月
(い

も
め

い
げ

つ
)」

と
も

呼
ば

れ
ま

す
。

一
方

、
十

三
夜

の
月

は
、

栗
や

豆
を

供
え

る
こ

と
が

多
い

た
め

「
栗

名
月

(く
り

め
い

げ
つ

)」
又

は
「

豆
名

月
(ま

め
め

い
げ

つ
)」

と
も

呼
ば

れ
ま

す
。

ど
ち

ら
か

一
方

の
月

見
だ

け
を

す
る

こ
と

は
、

「
片

見
月

」
と

し
て

嫌
わ

れ
ま

し
た

。
十

五
夜

の
月

を
鑑

賞
す

る
習

慣
は

中
国

か
ら

伝
わ

っ
た

も
の

で
あ

る
の

に
対

し
、

十
三

夜
の

月
見

は
日

本
独

特
の

風
習

で
あ

り
、

平
安

時
代

に
貴

族
た

ち
が

集
ま

っ
て

月
を

見
て

詩
歌

を
詠

ん
だ

の
が

始
ま

り
と

い
わ

れ
ま

す
。

ま
た

、
十

五
夜

の
月

は
「

中
秋

の
名

月
(ち

ゅ
う

し
ゅ

う
の

め
い

げ
つ

)」
と

も
呼

ば
れ

て
い

ま
す

。
十

日
夜

(と
う

か
ん

や
、

と
お

か
ん

や
)は

、
旧

暦
1
0
月

1
0
日

(現
在

の
1
1
月

1
0
日

)に
行

わ
れ

る
行

事
で

「
刈

上
げ

(稲
刈

り
)」

が
終

わ
っ

た
後

、
家

々
や

村
単

位
で

の
祝

い
行

事
で

、
長

野
・

山
梨

・
群

馬
・

埼
玉

県
及

び
栃

木
・

新
潟

の
一

部
で

行
わ

れ
て

い
ま

し
た

。
蓮

田
の

地
で

も
各

村
で

行
わ

れ
て

、
お

は
ぎ

な
ど

を
作

り
秋

の
実

り
を

お
祝

い
し

、
子

供
た

ち
は

芋
が

ら
を

中
に

入
れ

て
藁

で
束

ね
た

も
の

(芋
が

ら
鉄

砲
・

藁
鉄

砲
)で

地
面

を
叩

き
な

が
ら

｢
十

日
夜

の
藁

鉄
砲

、
大

根
は

抜
け

出
せ

、
モ

グ
ラ

は
引

っ
込

め
」

な
ど

と
叫

び
な

が
ら

「
も

ぐ
ら

追
い

」
を

行
い

、
カ

エ
ル

供
養

(麦
蒔

き
の

時
、

鍬
・

鋤
を

地
面

に
入

れ
る

と
カ

エ
ル

を
殺

し
て

し
ま

う
こ

と
が

多
か

っ
た

た
め

の
供

養
)を

し
て

い
た

よ
う

で
す

。
ま

た
、

荒
神

様
へ

ボ
タ

モ
チ

を
供

え
る

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
し

た
。

参
加

し
た

子
供

た
ち

に
は

各
家

庭
で

お
菓

子
な

ど
を

あ
げ

ま
し

た
。

「
大

師
講

(だ
い

し
こ

う
、

で
い

し
こ

う
)」

は
1
1
月

2
3
日

夕
方

か
ら

2
4
日

に
か

け
て

行
わ

れ
て

い
た

も
の

で
、

家
々

で
小

豆
が

ゆ
・

団
子

な
ど

を
食

し
ま

し
た

。
地

域
に

よ
っ

て
は

智
者

大
師

・
弘

法
大

師
・

元
三

(が
ん

さ
ん

)大
師

な
ど

を
祭

る
地

方
も

あ
る

よ
う

で
す

。
荒

神
様

(こ
う

じ
ん

さ
ま

)は
我

々
に

一
番

身
近

な
神

様
で

し
ょ

う
。

屋
内

で
は

火
の

神
(か

ま
ど

の
神

様
)、

屋
外

で
は

土
地

の
神

(屋
敷

の
守

護
神

)と
し

て
祀

ら
れ

て
い

ま
す

。
仏

教
で

は
仏

・
法

・
僧

を
守

る
神

様
を

三
寶

荒
神

様
と

呼
び

、
荒

神
信

仰
は

こ
の

両
者

が
一

緒
に

な
っ

て
民

間
信

仰
と

な
っ

た
よ

う
で

す
。

ま
た

、
年

末
か

ら
年

始
に

か
け

て
は

現
在

で
も

続
け

ら
れ

て
い

る
新

年
を

迎
え

る
た

め
の

様
々

な
行

事
が

各
家

庭
・

各
村

で
行

わ
れ

て
い

た
こ

と
と

思
い

ま
す

。
こ

の
他

に
も

酒
造

り
も

こ
の

時
期

に
行

わ
れ

て
い

た
こ

と
で

し
ょ

う
。

　
2
月

初
午

の
日

に
は

、
初

午
（

稲
荷

講
）

が
行

わ
れ

、
ス

ミ
ツ

カ
リ

(大
豆

を
つ

ぶ
し

た
も

の
と

大
根

お
ろ

し
を

混
ぜ

て
煮

た
も

の
)・

赤
飯

な
ど

を
作

り
、

豆
腐

・
油

揚
げ

な
ど

を
買

っ
て

神
(棚

)に
供

え
甘

酒
を

あ
げ

て
い

た
よ

う
で

す
。

ま
た

、
子

供
の

み
で

稲
荷

社
に

籠
る

地
区

や
稲

荷
講

と
し

て
籠

る
地

区
も

あ
っ

た
よ

う
で

す
。

　
こ

の
他

に
も

雛
市

(ひ
な

い
ち

)や
馬

寄
せ

な
ど

の
お

祭
り

行
事

も
行

わ
れ

て
い

る
地

域
も

あ
り

ま
し

た
。

馬
寄

(う
ま

よ
)せ

は
牛

馬
に

鈴
な

ど
の

飾
り

付
け

を
し

お
参

り
に

行
く

だ
け

で
な

く
、

草
競

馬
も

行
な

わ
れ

て
い

た
よ

う
で

す
。

ま
た

、
嫁

い
で

１
年

目
の

嫁
も

盛
装

し
て

お
参

り
し

て
い

た
よ

う
で

す
。

こ
れ

以
外

に
も

百
万

遍
(ひ

ゃ
く

ま
ん

べ
ん

)や
大

般
若

(だ
い

は
ん

に
ゃ

)な
ど

の
行

事
が

行
わ

れ
て

い
ま

し
た

。

【
注
意
】

下
表
の

赤
字
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
行
事
、

黄
色
字

黄
色
字
は
少
な
く
な
っ
た
行
事
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

正
月
行
事
(冬
の
行
事
)

師 走 八 日

冬 至

注 連 縄 神 楽

カ マ ジ メ

暮 れ 市

大 晦 日

初 詣
初 湯

七 草 粥

お 供 え 崩 し

マ ユ ダ マ 団 子

小 豆 粥

恵 比 寿 講

春
　
の
　
行
　
事

初 午
女 の 年 越 し

節 分
雛 の 節 句

彼 岸
秋 葉 講

大 山 講

板 倉 講

榛 名 講

山 王 講

お 寅 講

灌 仏 会
オ シ ャ カ サ マ

お 獅 子 様

百 万 遍

オ イ バ ナ

モ メ ン ボ ウ サ マ

伊 豆 島 の 大 蛇

端 午 の 節 句

サ ナ ブ リ

雨 降 り 正 月

虫 送 り

初 山 富 士 講

秋
　
・
　
冬
　
の
　
行
　
事

夏
　
の
　
行
　
事

七 夕
天 王 様

お 獅 子 様

石 尊 灯 籠 立 て

お 盆
施 餓 鬼

雨 乞 い 旱 魃 時

八 朔 の 節 句

秋 葉 講 大 山 講

榛 名 講 庚 申 講

愛 宕 講

十 五 夜

十 三 夜

閏 戸 の 式 三 番

恵 比 寿 講

十 日 夜
オ ビ ト キ

ト オ カ ン ヤ

七 五 三

大 師 粥 ダ イ シ ガ ユ
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